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　地域の人々の生活を守るための事業が組織的、計画的に行われていることを知る。
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平成３０年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会・総合的な学習の時間（第４学年）


テーマ〖　身の回りの環境について考えよう　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨木市立玉櫛小学校　








≪学習のねらい≫


・自分たちの生活を守るために、ごみの処理や上水処理などがどのように行われているのかを知る。


・身近な生活環境に関心を持つとともに、環境問題に目を向ける。


・自分たちに何ができるのか、何をしなければいけないかを考え、行動できる態度を養う。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　５月　～　９月


①社会の時間　「水やごみについて調べよう」


家庭で一週間に出るごみについて調べる。


守口市庭窪浄水場へ見学に行く。


環境事業課・資源循環課による出前授業を受ける。


吹田市環境衛生センターくるくるプラザへ見学に行く。


ごみが全てゴミになるのではなく、リサイクルすることが


できるもがあることを知る。


　②　社会の時間　「学んだことを新聞にまとめて発信しよう」


水やごみの学習を通し、調べたことを新聞にまとめ発信する。


　③　総合的な学習の時間　「たまくしフェスティバル」


　廃材を利用して、新しいゲームやお店作りを工夫して考える。


≪指導のポイント≫


■　児童にとって身近な所から環境に関する学習をスタートし、学習が進行するにつれ知識と視野が広がるような学習活動を展開する。


■　実際に見学に行ったり働いておられる方に来ていただいたりして、出会いや経験の機会を積極的に持たせる。


■　学習したことから考えさせ行動する機会をもたせる。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　ゲストティーチャー　　　見学先


環境事業課・資源循環課　　守口市庭窪浄水場　


　　　　　　　　　　　　　　吹田市くるくるプラザ　


≪成果（児童・生徒の感想や反応　等）≫


　・水のありがたみが分かり、ゴミを集めて下さる人への感謝の気持ちが生まれた。


・学校や家でも水の無駄づかいをしないようになった。


・自分の物を大切に使おうと思った。すぐに買ってもらうのはダメだと思った。


　・ゴミを処理するのにもお金がかかることが分かった。


　・物を再利用することも、大切なことだと分かりました。














